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   A case of right adrenal malignant pheochromocytoma was reported. The patient was a 16-year-
old boy who complained of severe right side abdominal pain due to spontaneous hemorrhage into 
the retroperitoneal space. Right adrenalectomy was performed on Feb. 22., 1988 but the preoperative 
high serous cathecholamine level did not drop to the normal level. 
   Postoperatively bone and liver metastasis were detected by a 131I-MIBG scan. He was treated 
with a combination chemotherapeutic regimen consisting of cyclophosphamide, vincristine and 
dacarbazine in 2 repeated cycles but there was no effect. He died 5 months after the operation.
(Acta Urol. Jpn. 36: 813-817, 1990)
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て きた ため1988年5月9日 再 度 入院 とな った.Keiser
ら9)のレジ メに 従 いcyclophosphamide750mg/m2,
vincristineI.4mg/m2,dacarbazine600mg/m2/2
daysを2ク ー ル施 行 した.し か し反 応 悪 く,血 圧 も
ラベ タ ロー ル,プ ラ ゾシ ン,ニ フ ェジ ピ ンを 使 用 して
もコ ソ トロール で き な くな った.頻 脈,発 汗,食 欲 不
振,便 秘,腹 痛 な どの 症状 が 増 悪 し,1988年7月5日
急性 心 不全 に て 急死 した.発 病 後9ヵ 月,腫 瘍 摘 出術
後5ヵ 月 で あ った.
主 要 剖検 所 見(剖 検 番号383);両側胸 腔 に 胸水 を み
とめ,肝,両 肺 野 に ピンポ ン玉 大か ら米粒 大 の転移 巣
が存 在 し,骨(肋 骨,第5腰 椎)に も転 移 を認 め た.
心 臓 は求 心 性 肥 大(3059)を呈 し,腎 臓,脾 臓 の う
っ血 を認 め た.左 副 腎,甲 状 腺,膵 臓 膀 胱 に は異 常













悪 性 禍色 細 胞 腫 の頻 度 は褐 色 細 胞 腫 の4～13.1%
とい われ る1・10-12)組織 学 的 所 見 に て良 性 悪 性 の鑑 別
は 困 難 と され13),転移 巣 の存 在 な どに ては じめ て 臨床
的 に悪 性 と診 断 され る こ とも しば しば で あ る,自 験 例
も右 副腎 腫 瘍 摘 出術 前 に は悪 性 と診 断 で きず,術 後に
施 行 した1311-MIBG副腎髄 質 シ ンチ グ ラ フ ィー に
て 肝,骨 へ の転 移 が 確認 され 臨 床 的 に悪 性 と診 断 され
た,
治療 は 早 期 の原 発 巣 の摘 出が基 本 で あ るが,発 見時
す で に転 移進 行例 が 多 く14・15),予後 は不 良 で あ る.放
射線 療 法 は 本疾 患 に 対 して比 較 的 よ く施 行 され て い る
が 抗腫 瘍 効果 は 不 十 分 であ る16)化 学 療 法 もcyclo-
phophamide,vincristine,doxorubicin,metho・
trexateなどが試 み られ て いる が16),その 効 果 は不 十
分 で あ る.Keiserら9)は3例の進 行 性 悪 性 褐 色細 胞
腫 に 対 しcyclophosphamide,vincristine,dacarba-
zineの三 剤併 用 療 法 を 施行 し,そ の有 効 性 を 報 告 し
て い る.わ れ われ も この レジ メに て2ク ー ル 自験例 に
施 行 した が 無 効 で あ った.近 年streptozocinl7),α一
methy1-p.tyrosinei8・19)やlell-MIBGの大 量 照射 に
よ る内部 照 射19・20)の右 効性 が報 告 され て お り,今 後 の
悪 性 褐色 細 胞 腫 の治 療 に期 待 を 持 ち た い.
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